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師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
六
十
四
次
漢
字
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

楷
書
》

	

半
醒
半
醉
遊
三
日
　（
唐
・
杜
牧
）

	
 

読
＝
半は

ん
せ
い醒　

半は
ん
す
い醉　

遊あ
そ

ぶ
こ
と
三み

っ

か日

 
 

註
＝
半
ば
醒
め
て
い
る
よ
う
で
、
ま
た
半
ば
酔
っ
て
い
る
よ
う
に
し
て
、
三
日
も
遊

 

　
　

び
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

 

・
臨　

書　

孫
過
庭　

書
譜　

十
六
字	

	

五
合
交　

臻
神
融
筆
暢
ゝ
無
不
適
蒙
無
所
從

 

読
＝
五ご

合ご
う
こ
も交

ご
も
臻い

た

れ
ば
、
神こ

こ
ろ
と融

け
筆ふ

で

暢の

ぶ
。
暢の

ぶ
れ
ば
適

か
な
わ

ざ
る
な
く
、
蒙く

ら

け
れ
ば

 

　
　

従よ

る
所

と
こ
ろ

無な

し
。

 

・
随　

意
《
書
体　

行
草
書
》

	

張
琴
松
下
風
聲
細
　
讀
易
梅
邊
月
影
斜
　（
潘は
ん

加か

瑗え
ん

）
 

読
＝
琴こ

と

を
張は

る
の
松し

ょ
う
か下

風ふ
う
せ
い声

細こ
ま

や
か
に　

易え
き

を
読よ

む
の
梅ば

い
へ
ん辺

月げ
つ
え
い
な
な

影
斜
め
な
り

 

註
＝
そ
よ
風
の
吹
く
松
の
木
の
そ
ば
で
琴
を
弾ひ

く
用
意
を
し
、
月
の
光
が
斜
め
に
降

 

　
　

る
梅
の
花
咲
く
も
と
で
『
易
経
』
を
読
む
。　

●
張
琴
＝
琴
の
絃
を
張
る
こ
と
。

 

　
　

●
読
易
＝
『
易
経
』
を
読
む
こ
と
。
「
五
経
」
の
一
つ
。
占
い
の
書
籍
。

▽
第
六
十
四
次
か
な
部
課
題

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

 

嵐
あ
ら
し

吹ふ

く
三み

む
ろ室

の
山
の
も
み
ぢ
葉ば

は
竜

た
つ

田た

の
川か

は

の
錦

に
し
き

な
り
け
り
（
能

の
う
い
ん因

法ほ
う
し師

）

 

註
＝
嵐
の
激
し
く
吹
き
下
ろ
す
三
室
山
の
、
散
り
乱
れ
る
紅
葉
の
美
し
さ
は
、
山
下

 

　
　

の
竜
田
川
に
浮
か
び
流
れ
る
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
錦
な
の
で
あ
る
。

 

・
臨　

書　

関
戸
本
古
今
集
（
伝　

藤
原
行
成
）　

	

つ
ゝ
め
ど
も无

曽

弖

尓

そ
で
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は八　

ひ
と
を
み
ぬ
め
の能

奈

三

堂

な
み
だ
な
り利

介

利

け
り

	

・
随　

意
《
書
体　

自
由
》

	

世よ

の
中な

か

は
三み

っ

か日
見み

ぬ
間ま

に
さ
く
ら
か
な
（
大
島
蓼
太
）

 

　

註
＝
「
さ
く
ら
」
桜
は
咲
く
の
も
早
い
が
散
る
の
も
早
い
。
世
の
中
転
変
無
常
で
あ
る

 

　
　
　

こ
と
を
桜
に
托
し
て
詠
ん
だ
。
三
日
見
な
い
う
ち
に
も
う
咲
い
た
と
も
、
も
う

 

　
　
　

散
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。

▼
第
二
十
二
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

こ
の
石
よ
飛
ん
で
土
手
な
る
地
蔵
を
ば
越
え
よ
と
こ
そ
は
投
げ
つ
づ
け
け
れ
（
窪
田
空
穂
）

 

・
臨　

書　
〔
い
ろ
は
歌
〕
い
ろ
は
歌
を
半
切
に
揮
毫
、
得
意
な
古
法
帖 

（
限
定
は
し
な
い
） 

に
て
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

全
部
ひ
ら
が
な
で
も
よ
い
。

 

い
ろ	

（
色
）	

は
に
ほ	

（
匂
）	

へ
ど
ち	

（
散
）	

り
ぬ
る
を

	

わ	

（
我
）	

が
よ	

（
世
）	

た
れ	

（
誰
）	

ぞ
つ
ね	

（
常
）	

な
ら
む

	

う
ゐ	

（
有
為
）	

の
お
く
や
ま	

（
奥
山
）	

け
ふ	

（
今
日
）	

こ	

（
越
）	

え
て

	

あ
さ	

（
浅
）	

き
ゆ
め	

（
夢
）	

み	

（
見
）	

じ
ゑ
ひ	

（
酔
）	

も
せ
ず

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

年と
し

の
夜よ

や
も
の
枯か

れ
や
ま
ぬ
風か

ぜ

の
音お

と

（
渡
辺
水
巴
）

　

 

註
＝
「
年
の
夜
」
大
晦
日
の
夜
も
北
風
が
吹
き
ま
く
り
、
草
木
を
枯
ら
し
続
け
て
い

 

　
　

る
、
の
意
。
わ
び
し
く
吹
く
風
の
音
に
時
の
流
れ
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
準
師
範
。
但
し
、『
日
本
書
道
院
展
（
二
回
以
上
）

	
	

出
品
経
験
者
』
で
、
満
二
十
才
以
上
で
あ
る
こ
と
（
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
生

	
	

ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受	

験	

料　

一
万
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

 
 

振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
二
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）
。
第
七
一
回
展
出
品

	

も
可
。
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

 

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
合
格
者
に
は
認
定
証
プ
レ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
。

 

但
し
登
録
料
と
し
て
五
万
円
納
入
の
こ
と
。
認
定
証
プ
レ
ー
ト
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓

 

号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 

誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆

　
　

で
段
位
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 
不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 
試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、

　
　
　
　
　

 
住
所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。
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◎
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
一
点
又
は
二
点
の
み
を
本
年
受
験
し
、
三
年
以
内
に
三
点
受
験
す

　

る
こ
と
も
で
き
る
（
受
験
料
は
そ
の
都
度
一
万
円
）
。

▼
第
七
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
三
点
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
楷
書
》

	

路
逐
山
光
何
處
盡
　
春
隨
草
色
向
南
深
　（
劉
り
ゅ
う

長ち
ょ
う

卿け
い

）

 

読
＝
路み

ち

は
山さ

ん
こ
う光

を
逐お

っ
て
何い

ず

れ
の
処

と
こ
ろ

に
か
尽つ

き　

春は
る

は
草

そ
う
し
ょ
く

色
に
随

し
た
が

っ
て
南

み
な
み

に
向む

か
っ

 

　
　

て
深ふ

か

し

 

註
＝
道
は
遠
く
山
に
向
か
っ
て
続
き
、
春
は
草
の
色
に
よ
っ
て
わ
か
り
南
の
方
は
し

 

　
　

だ
い
に
濃
さ
を
増
し
て
い
る
。 

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と　

書
体
自
由
》

	

現う
つ
そ
み身

の
眼
に
は
と
ま
ら
ぬ
妻
が
魂た

ま
あ
ま
が
け

天
翔
り
来
て
今
は
此こ

こ所
に
居
む
（
窪
田
空
穂
）　

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

	

わ王

可が
い
ほ本

者は
み
や
こ
の
た多

徒つ
み
し
か
ぞ曽

春

无

す
む
よ
を
う
ぢ
や
ま
と
ひ
と
は
い
ふ
な奈

利り

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

準
師
範

一
、 

受	

験	

料　

六
千
円 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付

 

の
こ
と
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

合
格
者
に
は
認
定
証
プ
レ
ー
ト
を
交
付
す
る
。
但
し
登
録
料
と
し
て
三
万
円
納
入
の
こ

　
　

と
。
認
定
証
プ
レ
ー
ト
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 

誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
硬
筆
用
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 

試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、
住

　
　
　
　
　

 

所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

	

準
師
範
試
験
実
施
要
項

▼
第
七
十
二
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

 

雙
飛
照
水
螢　

（
白は

く
き
ょ居

易い

）

 

読
＝
双な

ら

び
飛と

ぶ　

水み
ず

を
照て

ら
す
螢

ほ
た
る

 

註
＝
二
匹
つ
が
い
に
な
っ
て
水
を
照
ら
し
な
が
ら
飛
び
交
う
螢

 

・
臨　

書　

集
王
聖
教
序
（
王
羲
之
）
十
五
字　

	

爰
自
所
歷
之
國
捴
將
三
藏
要
文
凡
六
百

 

読
＝
爰こ

こ

に
歴へ

し
所

と
こ
ろ

の
國く

に

よ
り　

三さ
ん
ぞ
う藏

の
要よ

う
ぶ
ん
お
よ

文
凡
そ
六
百

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕
を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

大お

ほ

え江
山や

ま

生い
く

野の

の
み
ち
の
遠と

ほ

け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見み

ず
天あ

ま

の
橋は

し
だ
て立　

（
小
式
部
内
侍
）

 

註
＝
大
江
山
を
越
え
、
生
野
を
通
っ
て
ゆ
く
道
が
遠
い
の
で
、
ま
だ
踏
ん
で
み
た
こ

 

　
　

と
も
あ
り
ま
せ
ん
、
丹
後
の
国
の
天
の
橋
立
は
。
ま
だ
丹
後
へ
赴
い
た
母
か
ら

 

　
　

の
文ふ

み

も
見
て
い
ま
せ
ん
。

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

 

む
め
の能

者

那

は
な
み
に尓

こ
そ
き支

つ
れ
う
ぐ
ひ
す春

の
ひ
と
く
ひ
と
く
と
い
と東

ひ
し
も毛

を
る

▼
第
四
十
二
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る	

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

与よ

さ

の謝
海う

み

や
藍あ

ゐ

よ
り
出い

で
ゝ
夏な

つ

木こ

立だ
ち

（
内
藤
鳴
雪
）

 

註
＝
「
夏
木
立
」「
与
謝
」
は
丹
後
の
与
謝
地
方
。「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」

 

　
　

の
こ
と
わ
ざ
を
踏
ま
え
、
海
の
藍
よ
り
も
夏
木
立
の
茂
り
の
方
が
青
い
、
の
意
。

 
・
臨　

書　

（
牛
橛
造
像
記
）
六
字

	
司
空
公
・
長
樂
王

 
読
＝
し
く
う
こ
う
・
ち
ょ
う
ら
く
お
う

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
但
し 

『
日
本
書
道
院
展
出
品
経
験
者
』
で
、

 
 

満
十
八
才
以
上
で
あ
る
こ
と	

（
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）。

一
、 

受	

験	

料　

六
千
円	
（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

振
替
に
て
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。
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一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）
。
第
七
一
回
展
出
品

　
　

も
可
。
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

一
、 
〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

　
　

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

　
　

筆
で
段
位
・ 
支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

　
　

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 
「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 
返
信
料
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。
受
験
の
際
は
注
意
す

　

る
こ
と
。

▼
第
十
四
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
二
点
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

　

二
月
の
日
天
に
夢
み
て
夢
の
数
落
し
ゝ
と
見
る
白
梅
の
花
（
窪
田
空
穂
）

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
五
字

	
	

　

既
惓
、
情
随
事
遷
、
感
慨
係
之
矣
。
向
之
所
欣

 

読
＝
既す

で

に
惓う

み
、
情
は
事
に
随

し
た
が

い
て
遷う

つ

る
に
及
び
て
は
、
感か

ん
が
い
こ
れ

慨
之
に
係か

か

わ
れ
り
。
向さ

き

の

 

　
　

欣
ぶ
所
は
、

 

註
＝
飽
き
て
し
ま
い
、
感
情
が
対
象
に
従
っ
て
移
る
に
及
ん
で
、
感
慨
も
そ
れ
に
つ
れ

 

　
　

て
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
以
前
の
喜
び
は
、 

　
　

一
、
受	

験	

料　

四
千
円

　
　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、
〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。

　
　

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

	
	

昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▼
第
一
三
一
回
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］
次
の
漢
字
又
は
、
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
半
切
の
場
合
は
、
縦
に

　
　
　
　
　

揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

漢
殿
草
深
鐘
室
閉　

長
淮
春
盡
釣
臺
荒　

（
余よ

正せ
い

酉ゆ
う

）

 

読
＝
漢か

ん
で
ん
く
さ
ふ
か

殿
草
深
く
し
て
鐘

し
ょ
う
し
つ室

閉と

じ　

長
ち
ょ
う
わ
い
は
る

淮
春
尽つ

き
て
釣

ち
ょ
う
だ
い台

荒あ

る

 

註
＝
漢
の
宮
殿
は
草
に
覆
わ
れ
て
鐘
撞つ

き
堂
も
見
え
な
く
な
り
、
と
う
と
う
と
流
れ

 

　
　

る
淮
水
は
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
釣
り
場
も
荒
れ
放
題
で
あ
る
。

 

　
　

●
長
淮
＝
長
い
淮
水
。
淮
水
は
河
南
省
に
発
し
、
安
徽
省
を
過
ぎ
、
江
蘇
省
を

 

　
　

経
て
海
に
注
ぐ
中
国
第
三
の
大
川
。

	

〇
か
な
部

○

心こ
こ
ろに

も
あ
ら
で
憂う

き
世よ

に
な
が
ら
へ
ば
恋こ

ひ

し
か
る
べ
き
夜

（
よ
は
）

半
の
月つ

き

か
な
（
三
条
院
）

 

註
＝
自
分
の
心
に
反
し
て
、
こ
の
憂
き
こ
と
の
多
い
世
に
も
し
生
き
な
が
ら
え
た
な

 

　
　

ら
ば
、
恋
し
く
想
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
、
こ
の
美
し
い
夜
半
の
月
を
！

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切
１
―
２
（
35

　

㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書
体
《
書
風
》
）
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
、
か
な
（
書
体
自
由
）
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

釣
月
耕
雲　

（
瞿
法
賜
）

 

読
＝
月つ

き

に
釣つ

り

し
雲く

も

に
耕

た
が
や

す
。

　

 

註
＝
月
の
夜
に
魚
を
釣
り
雲
を
帯
び
て
田
を
す
く
。

	

〇
か
な
部

○

春は
る

の
夜よ

の
夢ゆ

め

ば
か
り
な
る
手た

枕ま
く
らに　

か
ひ
な
く
立た

た
む
名な

こ
そ
惜

（
を
）

し
け
れ
（
周
防
内
侍
）

 
註
＝
春
の
夜
の
夢
の
よ
う
な
、
は
か
な
い
戯

た
わ
む

れ
の
手
枕
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
た
め
、

 

　
　

つ
ま
ら
な
い
浮
き
名
が
立
つ
の
を
口
惜
し
く
思
い
ま
す
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の
〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏

　
　
　
　
　
　
　

名 

（
号
）
を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は
名

　
　
　
　
　
　
　

 
（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
う
え
に
、
左
下
隅
に
鉛
筆
で
級
と
支
部
名
、

　
　
　
　
　
　
　

姓
号
を
記
入
す
る
。
〕

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。
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一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
四
十
二
回
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
半
切
の
場
合
は
縦
作
品
に
限
る	

○

木き

そ

ぢ

曽
路
ゆ
く
我わ

れ

も
旅た

び
び
と人

散ち

る
木き

の
葉は　

（
臼
田
亜
浪
）

 

註
＝
「
木
の
葉
散
る
」
「
廻
国
の
あ
と
を
追
ひ
つ
つ
」
の
前
書
。
木
曽
路
を
行
く
廻
国

 

　
　

の
姿
に
、
旅
行
く
自
分
の
姿
を
想
い
、
旅
人
で
あ
る
こ
と
の
感
慨
を
深
く
し
た

 

　
　

の
で
あ
る
。
旅
愁
が
表
れ
た
句

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書

　

体
《
書
風
》
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

　

現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

○

蟻あ
り

の
道み

ち
く
も雲

の
峰み

ね

よ
り
つ
ゞ
き
け
ん
（
小
林
一
茶
）

 

註
＝
「
蟻
」
え
ん
え
ん
と
続
く
蟻
の
列
。
そ
れ
は
は
る
か
地
平
の
果
て
の
入
道
雲
か

 

　
　

ら
続
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
の
意
。
大
胆
・
奇
抜
な
表
現
で
あ
る
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
十
六
回
硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
課
題

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点

	

・
静
か
に
優
美
に
清
浄
に
降
る
雪
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
言
葉
は
細
雪
で
し
ょ
う
か
。

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

二
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
甲
骨
文
字
は
人
間
の
行
為
の
可
否
に
つ
い
て　

天
の
意
を
問
う
神
聖
な
文
字
で
あ
っ
た

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
十
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品
の

　
　

左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入

　
　

す
る
。
硬
筆
部
は
『
硬
筆
用
紙
』
に
記
入
す
る
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
の
一
級
以
上
の
者
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
、
『
硬
筆
部
は

　
　

応
用
部
・
硬
筆
用
紙
で
』
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
者
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
の
こ
と
。

一
、 

受
験
料
は
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
「
半
切
・
半
紙
」
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。

　
新
　
書
例
集
刊
行

　
日
本
書
道
院
役
員
、
審
査
会
員
の
作
品

　
日
本
書
道
院
展
公
募
一
科
、
並
び
に
同
人
。

　
毎
日
書
道
展
公
募
サ
イ
ズ
、　
二
尺
×
六
尺
、
二
・
四
尺
×
五
尺
の
サ
イ
ズ

　
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
二
〇
八
点
掲
載

一
、　
Ａ
４
判
　
　
　
　
上
製
本

一
、　
会
員
配
布
　
　
　
五
〇
〇
〇
円
　
　
　
送
料
込


